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学校図書館は、読書センターであるとともに皆さんの学習センターでもあります。
夏休みを前に図書館の資料の探し方について、もう一度お知らせします。
総合学習の資料収集や小論文対策等で是非活用して下さい。
高校時代だけでなく、大学等へ進学してから、また社会人になってからも図書館は皆さんの身

近に必ずあるはずです。図書館の利用方法を身につけてどこへ行っても上手に活用できるように
しておきたいですね。

＊自分の意見をまとめるために

3 年生は総合でレポートを書いているので、実感できるかもしれませんが、他人の意見を引用し
たり参考にして自分の意見を述べるためには一定のルールが存在しています。
学生の頃、先生方から口を酸っぱくしていわれたことは「必ず一次資料を見なさい」ということ

でした。「一次資料」とは簡単にいうと「原典」「最初に書かれた文献」ということです。
論文を書いたり、自分の意見を文章化するときに過去の論文を参考にするのですが、そこに書か
れた文章を鵜呑みにしたり、引用されている文章をそのまま写したりすることは「決してやってはい
けない」ことだと戒められました。現在、ネットを検索すればたいていのことはわかります。何件かヒ

ットした検索結果をまとめて、さも自分の意見のようにまとめる学生が増えているそう
です。そうした論文は体裁は整っていても底が浅く、口頭試問を突破していくことはで
きません。
昨年度入試から静岡大学の人文学部の一部や教育学部で前期から小論文が課

されています。また、経済学部は総合問題となり、様々な横断的な知識、思考を求め
られることになります。静岡大学だけでなく、多くの大学がそうした入試方法をとるよ

うになることが予想されています。その対策として考えられることは、常にアンテナを高く持つこと、
多方面に興味関心を持ち、知識を得た上で様々な事柄に対する自分の意見を持つように心がけ
ることだけなのです。
高校時代からたくさんの文章・原典にふれ、幅広い知識を蓄積し、自分の意見をまとめられるよ

うにしましょう。

＊コロナ・ＳＤＧｓ・格差・温暖化・ウクライナ

世界は刻々と変化し、それに伴い人類が向き合っていかなくてはならない多種多様な社会問題も
増えていきます。
将来、皆さんの多くは大学進学を考えていることでしょう。大学入試を考えたとき、一つのテーマ

について自分の考えを述べなくてはならない機会が増えていくことが予想されます。
入試問題は様々なテーマが、それぞれの学部にあった切り口で出題されます。出典が同じ文章

が（例『知の体力』永田和宏 新潮新書）複数の大学・学部で出題される場合もあります。その文
章や出題内容が一見学部内容に直結していないように見えても、必ず関連があるということなの
です。
今年度以降、上記タイトルにあるような大きなテーマが様々な角度から出題されることは必至で
す。
どう解決していったら良いか、正解が何か、誰にもわからない状況です。そんな中で、少なくとも自
分はどう考えているのか、その根拠は何かを問われた場合。付け焼き刃で答えられないことは確か
でしょう。
経験に基づいた発言は説得力があります。すべてのことが経験できなくても新聞や

書籍を通して得た知識は、経験を補ってくれるはずです。
上記以外でも、「今、何が問題になっているのか。」を大まかに知るためには『日本

の論点』などが毎年出版されています。また、国語便覧には、読んでおきたい代表的な
評論がまとまって載っています。過去の入試問題の出典を調べてみるのもいいでしょ
う。それぞれを参考にして知識の収集蓄積に努めたいですね。

夏休みに取り組もう

【読書感想文】

対象者・・・１．２年生全員提出（３年生は希望者のみ）

対象書籍・・漫画・雑誌・絵本・教科書に全文掲載されているもの以外

形式・・・・Ａ４サイズ縦書き４００字詰め原稿用紙（各自で用意）
５枚（１８００字以上２０００字以内）
タイトル・氏名などは欄外に書き、１枚目の１行目から書き始めること。

提出期限・・８月３１日（水）始業式

提出先 ・・ＨＲ担任

図書館の本は始業式まで借りられます。

２０２２年 課題図書

【第４７回ロゴスの集い】 意見を皆の前で発表し、また聞くことを通して弁論の楽しさを知る

自分の体験をもとに、自分の考え・意見を明確にまとめたものであれば自由。

社会的な問題点を取り入れること。

４～５分程度の発表になるように考えて原稿をまとめる。（およそ４枚程度）

弁論の原稿であることを考え、話がわかりやすく、聴く者を引きつけるように工夫する。

発表の練習もしてみよう。

原稿提出・・・８月３１日（水）始業式

提出先・・・・ＨＲ担任

【その他】
＊ビブリオバトル・・静岡県大会９月２５日（日）常葉大学静岡草
薙キャンパスで開催！
静岡県はビブリオバトルが盛んで、過去には全国大会でも優勝し
た高校もあります。右の QR コードから優勝者の様子が見られま
す。皆さんも大好きな本を紹介してみませんか？
【公式ルール】

1.発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる．
2.順番に一人５分間で本を紹介する．
3.それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関する
ディスカッションを２～３分行う．

4.全ての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を
参加者全員で行い，最多票を集めたものを『チャンプ本』とする。

＊県の申し込み締め切り９月５日（月）出場希望者は９月２日（金）までに図書館戸塚まで。



＊袋井高校図書館での資料の探し方

１．書名・筆者名等がわかっている場合・・・図書館内のＰＣで検索
＊詳細画面で請求記号と図書の形態

（文庫・新書・ブックレットなど）を確認する。

＊請求記号をもとに書
架を探してみよう

＊該当の書架で書籍を探す。
文庫・新書・ブックレット・一般書籍の書架毎に日本十進分類

法で配架されています。

【たとえば】

【書架の配列】

２．言葉を調べたい・・・ 日本国語辞典・大漢和辞典・
現代用語の基礎知識等の参考図書を利用

３．様々な物事を調べたい・・・百科事典・理科年表・
専門辞典（国歌大観・国史大事典）など

４．静岡県のことを調べる・・静岡大百科事典・日本地名大辞典静岡県
・静岡県姓氏家計大辞典

図書館の西側の壁面には、様々なことを調べるための辞典・統計・年表類がま
とまっています。是非利用しましょう。

わからない場合は図書館の職員に気軽に聞いてください。

【 画像：北九州図書館・山内図書館・南足柄図書館ＨＰより】

図書館の資料は基本的に下のような順番で配架されています。本を探す
目安にしましょう。

日本図書館協会改訂・発行「日本十進分類法」新訂９版(1995)
00 総記 50 技術．工学
01 図書館．図書館学 51 建設工学．土木工学
02 図書．書誌学 52 建築学
03 百科事典 53 機械工学．原子力工学
04 一般論文集．一般講演集 54 電気工学．電子工学
05 逐次刊行物 55 海洋工学．船舶工学．兵器
06 団体 56 金属工学．鉱山工学
07 ジャーナリズム．新聞 57 化学工学
08 叢書．全集．選集 58 製造工学
09 貴重書．郷土資料．その他の特別コレクション 59 家政学．生活科学
10 哲学 60 産業
11 哲学各論 61 農業
12 東洋思想 62 園芸
13 西洋哲学 63 蚕糸業
14 心理学 64 畜産業．獣医学
15 倫理学．道徳 65 林業
16 宗教 66 水産業
17 神道 67 商業
18 仏教 68 運輸．交通
19 キリスト教 69 通信事業
20 歴史 70 芸術．美術
21 日本史 71 彫刻
22 アジア史．東洋史 72 絵画．書道
23 ヨーロッパ史．西洋史 73 版画
24 アフリカ史 74 写真．印刷
25 北アメリカ史 75 工芸
26 南アメリカ史 76 音楽．舞踊
27 オセアニア史．両極地方史 77 演劇．映画
28 伝記 78 スポーツ．体育
29 地理．地誌．紀行 79 諸芸．娯楽
30 社会科学 80 言語
31 政治 81 日本語
32 法律 82 中国語．その他の東洋の諸言語
33 経済 83 英語
34 財政 84 ドイツ語
35 統計 85 フランス語
36 社会 86 スペイン語
37 教育 87 イタリア語
38 風俗習慣．民俗学．民族学 88 ロシア語
39 国防．軍事 89 その他の諸言語
40 自然科学 90 文学
41 数学 91 日本文学
42 物理学 92 中国文学．その他の東洋文学
43 化学 93 英米文学
44 天文学．宇宙科学 94 ドイツ文学
45 地球科学．地学 95 フランス文学
46 生物科学．一般生物学 96 スペイン文学
47 植物学 97イタリア文学
48 動物学 98 ロシア．ソヴィエト文学
49 医学．薬学 99 その他の諸文学


